
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

生化学検査サービス内容 

検 査 項 目 説 明 

ＡＬＴ（ＧＰＴ） 肝臓に最も多く含まれる酵素。急性肝炎、慢性肝炎や脂肪肝（肥満）などで上昇。 

γ₋ＧＴＰ 
肝、胆道、膵、腎などに多く含まれる酵素。閉塞性黄疸、肝炎、アルコール性肝障害などで 

上昇。 

ＴＰ 

（総蛋白） 

血清中には 80種類以上の蛋白が含まれ、種々の機能を持ち、生命維持に大きな役割を果たす。

その総量を総蛋白として測定。 

ＡＬＢ 

（アルブミン） 

血清蛋白の 50%以上を占めるアルブミンは、病気などで栄養が悪くなると減少するため、健康

診断のスクリーニングとなる。 

Ａ／Ｇ 

（アルブミン対 

グロブリン比） 

血清蛋白はアルブミン（Ａ）とグロブリン（Ｇ）に分けられ、その比率は健康な人では一定の 

範囲にあるが、病気によってはその比率が変化（主として減少）していく。 

ＣＨＯＬ 

（コレステロール） 

血清脂質の一つで、一般に脂肪の多い食事を続けていると上昇。また肝臓などで作られ、肝、

胆道、腎、甲状腺の病気でその値が上下することがある。血清コレステロールが多くなると 

動脈硬化を起こしやすいとされている。 

ＧＡ 

（グリコアルブミン） 

糖尿病の検査の一つ。過去 2週間の血糖値が低い状態が続いていると低下し、高い状態が続い

ていると上昇。糖尿病では標準値より上昇。標準値範囲内でも、15.6％以上の場合は注意。 

 

血球計数検査サービス内容 

ＲＢＣ（赤血球数） ＭＣＨ （平均赤血球ヘモグロビン量） 

Ｈｂ （ヘモグロビン量） ＭＣＨＣ（平均赤血球ヘモグロビン濃度） 

Ｈｔ （ヘマトクリット量） ＷＢＣ （白血球数） 

ＭＣＶ（平均赤血球容積） ＰＬＴ （血小板数） 

 


